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６ 月 定 例 

岡山市議会 

６月定例岡山市議会では、多子世帯の保育料を減免する予算などが成立し

ました。一方で、待機児童対策を名目に保育士資格の無い者が保育できるよ

うにする規制緩和が、自民・公明・創政の多数で決められました。 

河田正一議員は個人質問で、市政の各分野をただし、具体施策を提案しな

がら論戦しました。 

岡
山
市
は
県
内
で
最
も
子
育
て
支
援

が
遅
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
、
充
実
を

求
め
る
市
民
の
声
に
も
消
極
的
で
す
。 

河
田
正
一
議
員
は
、
住
み
続
け
ら
れ
る

岡
山
市
に
す
る
た
め
に
、
市
独
自
の
制
度

を
つ
く
る
な
ど
、
子
育
て
支
援
を
充
実
さ

せ
る
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。 

①
返
済
不
要
の
奨
学
金
を 

大
学
生
の
約
半
数
が
奨
学
金
を
も
ら

っ
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
は
利
子
付

で
、
卒
業
時
に
は
３
～
４
百
万
円
の
借
金

を
抱
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
も
卒

業
後
、
低
賃
金
や
非
正
規
の
企
業
に
就
職

せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も
多
く
、
返
済
不

能
や
生
活
困
難
と
な
る
ケ
ー
ス
が
続
出

し
て
い
ま
す
。 

家
庭
の
経
済
状
態
に
関
係
な
く
安
心

し
て
勉
学
で
き
る
よ
う
に
、
返
済
不
要
の

給
付
型
奨
学
金
を
創
設
す
べ
き
で
す
。 

②
「入
学
祝
い
金
」
支
給
を 

入
学
時
に
は
出
費
が
か
さ
み
ま
す
。
市

独
自
の
祝
い
金
制
度
を
創
設
す
る
な
ど

保
護
者
の
願
い
に
沿
っ
た
施
策
を
実
現

さ
せ
る
べ
き
で
す
。 

③
就
学
援
助
の
拡
大
を 

低
所
得
家
庭
に
学
校
で
必
要
な
費
用

を
支
援
す
る
就
学
援
助
金
で
す
が
、
岡
山

市
で
は
、
修
学
旅
行
費
が
全
額
補
助
に
な

っ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
国
で
さ
え
認

め
て
い
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
・
ク
ラ
ブ
活
動
費

も
岡
山
市
は
支
給
し
て
い
ま
せ
ん
。
入
学

時
の
費
用
も
数
か
月
後
の
支
給
と
い
う

問
題
が
あ
り
ま
す
。
家
庭
の
生
活
実
態
に

あ
っ
た
改
善
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

④
給
食
の
燃
料
費
は
市
負
担
で 

学
校
給
食
の
燃
料
費
は
、
保
護
者
負
担

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
政
令
市
で

は
岡
山
市
と
神
戸
市
だ
け
で
、
早
急
な
改

善
が
必
要
で
す
。 

⑤
校
納
金
同
意
書
は
廃
止
を 

給
食
費
な
ど
を
未
納
す
る
人
が
い
る

と
し
て
市
は
、
一
昨
年
か
ら
全
保
護
者
に

同
意
書
を
提
出
さ
せ
て
い
ま
す
。
し
か
し

昨
年
度
、
未
収
率
は
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
無
駄
で
個
人
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
同

意
書
徴
収
は
や
め
る
べ
き
で
す
。 

昨
年
12
月
の
御
津
虎
倉
産
廃
処
分
場
建

設
許
可
「
取
消
処
分
」
に
つ
い
て
、
市
は
、

「
違
法
性
は
な
い
が
職
権
で
取
り
消
し

た
」
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
廃
掃
法
で
は
、

取
消
は
、
違
法
行
為
が
あ
っ
た
場
合
に
さ

れ
る
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、
不
可
解
な
話

で
す
。 

市
は
ま
た
、
業
者
か
ら
変
更
・
再
申
請

が
あ
れ
ば
、
許
可
手
続
き
の
途
中
か
ら
審

査
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。 

河
田
議
員
は
、
許
可
手
続
き
を
途
中
か

ら
続
行
す
る
こ
と
に
は
行
政
手
続
き
上
疑

義
が
あ
る
と
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
環
境

ア
セ
ス
は
作
成
か
ら
相
当
の
時
間
が
経
過

し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
再
申
請
に
使
う
の

は
お
か
し
い
な
ど
と
追
及
し
ま
し
た
。 

市
は
、
行
政
法
の
専
門
家
を
設
置
審
議

会
に
入
れ
る
こ
と
や
、
あ
ら
た
め
て
環
境

ア
セ
ス
を
行
う
か
ど
う
か
な
ど
を
検
討
す

る
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

 

虎
倉
産
廃 

環境局長(左端)と懇談する地元住民のみなさん（7/5） 
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新
斎
場
用
地
は
高
す
ぎ
！ 

岡
山
市
は
、
新
斎
場
用
地
と
し
て

富
吉
の
産
廃
処
分
場
跡
地
を
４
億

３
千
万
円
余
で
取
得
し
て
い
ま
す
。

河
田
議
員
は
、
土
地
評
価
が
不
当
に 

高
く
、
税
金
の
無

駄
遣
い
だ
と
追

求
し
ま
し
た
。 

国
税
庁
が
出
し
て
い
る
相
続
税

算
定
の
た
め
の
「
土
壌
汚
染
地
」
の

評
価
方
法
で
は
、
①
浄
化
・
改
善
費

用
（
基
礎
杭
な
ど
）
、
②
使
用
便
益

河
田
正
一
議
員
は
、
市
で
働
く
臨

時
職
員
の
処
遇
改
善
を
す
る
よ
う

具
体
策
を
求
め
ま
し
た
。 

不
安
定
雇
用
か
ら
正
規
雇
用
へ 

市
職
員
の
処
遇
改
善
は
待
っ
た
な
し 

 

市
民
法
人
税
率
の 

引
下
げ
に
反
対 

消
費
税
増
税
は
先
送
り
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
れ
と
引
き
換
え

に
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
法
人
市
民
税
の
引
き
下
げ
条

例
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

共
産
党
は
、
市
税
が
減
少
す
る

も
の
で
あ
る
と
反
対
し
ま
し
た

が
、
他
会
派
の
賛
成
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。 

 

日
本
で
、
大
金
持

ち

40
人
の
資
産
と

国
民
の
所
得
が
下

位
半
分
の
人
の
資

産
合
計
が
同
じ
と

の
試
算
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
（
湖
東
京

至
氏
試
算
） 

日
本
の
税
率
は
、

所
得
１
億
円
を
ピ

ー
ク
に
高
所
得
者

に
な
る
ほ
ど
実
質

的
な
税
負
担
率
が

低
く
な
っ
て
い
ま

す
。
株
投
資
が
低
率

の
分
離
課
税
に
な 

陳
情
採
択 

熊
谷
川
の
土
砂
撤
去
を 

御津矢原の熊谷川に採石場の土砂

が崩落しています。地元町内会が再三

撤去を申し入れていますが、業者が対

応していません。岡山市に対し、業者を

指導するように陳情書が出され、一部

会派が反対しましたが、共産党市議団

を含めた賛成多数で採択されました。 

「戦争法」反対！ 平和憲法を守ろう！ 平和が原点の河田正一です 

 

①
臨
時
栄
養
士
の
給
与
に
大
差 

県
が
負
担
し
て
い
る
教
職
員
の

給
与
が
、
来
年
度
か
ら
市
負
担
と

な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
臨
時
の

栄
養
士
の
給
与
は
県
と
市
で
２
倍

以
上
の
差
が
あ
る
場
合
も
あ
り
、

大
幅
な
処
遇
改
悪
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。 

②
正
規
司
書
が
少
な
い 

市
立
図
書
館
10
館
の
う
ち
正
規

司
書
が
配
置
さ
れ
て
い
る
の
は
４

館
だ
け
で
、
司
書
職
員
の
う
ち
非

正
規
は
68
％
で
す
。
さ
ら
に
、

14
％
は
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
で

大
半
は
、
司
書
資
格
を
持
た
な
い

人
で
す
。 

制
限
（
ア
ス
ベ
ス
ト
埋
設
地
な
ど
）、

③
心
理
的
要
因
（
産
廃
跡
地
で
あ
る

こ
と
な
ど
）
を
減
額
し
て
算
定
し
ま

す
。 

市
は
、
不
動

産
鑑
定
に
よ

る
も
の
な
の 

で
適
正
だ
と
し
て
い
ま
す
が
、
地
元

住
民
が
訴
え
て
い
る
裁
判
で
、
９
月

に
不
動
産
鑑
定
士
と
市
の
職
員
が

証
人
と
し
て
出
廷
し
ま
す
。 

 

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
高
所
得

者
だ
け
使
え
る
優
遇
税
制
が

い
く
つ
も
あ
る
か
ら
で
す
。 

ま
た
、
日
本
は
「
法
人
税
率

が
高
い
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
実
際
に
は
、
租
税
特
別
措

置
な
ど
に
よ
り
実
質
税
負
担

率
は
と
て
も
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。
４
大
銀
行
は
い
ず
れ
も

１
％
以
下
で
す
。
ユ
ニ
ク
ロ
な

ど
を
展
開
す
る
フ
ァ
ー
ス
ト

リ
テ
イ
リ
ン
グ
社
の
負
担
は

７
％
以
下
で
す
。
国
際
的
に
見

て
も
低
す
ぎ
ま
す
。 

さ
ら
に
、
大
手
輸
出
企
業
に

は
消
費
税
の
巨
額
還
付
を
し

御津図書館 

 

庶民増税ではなく 

儲けている人に適正課税を 

 

て
い
ま
す
。
ト
ヨ
タ
が
２
千
５

９
４
億
円
、
日
産
が
１
千
２
１

２
億
円
な
ど
で
す
。 

河
田
議
員
は
、「
消
費
税
増
税

で
な
く
、
儲
け
て
い
る
企
業
や

大
金
持
ち
に
適
正
な
課
税
を

し
、
税
制
の
民
主
化
を
す
べ
き

だ
。
市
と
し
て
国
に
も
き
ち
ん

と
言
う
べ
き
」
と
迫
り
ま
し
た
。 

熊谷川の土砂崩落の様子 

 

 
平和行進で先導しました（7/19） 

 


